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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年4月26日(2012.4.26)

【公開番号】特開2010-69230(P2010-69230A)
【公開日】平成22年4月2日(2010.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-013
【出願番号】特願2008-242777(P2008-242777)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１２Ｄ
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１２Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月9日(2012.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に導出された表
示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　画像を表示可能な画像表示装置と、
　前記画像表示装置の画像表示領域上に形成された接触操作面の接触操作を検出する接触
操作検出手段と、
　前記接触操作検出手段が前記接触操作を検出したときに、前記接触操作面を振動させる
振動手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に遊技者にとって有利な特別遊技状態への
移行を伴う特別入賞及び該特別入賞とは異なる優先入賞を含む複数種類の入賞について発
生を許容するか否かを決定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨が決定され、該特別入賞が発
生しなかったときに、当該特別入賞の発生を許容する旨の決定を次ゲーム以降に持ち越す
持越手段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨と前記優先入賞の発生を許容
する旨が同時に決定されたときに前記特別入賞に対応する入賞表示結果よりも前記優先入
賞に対応する入賞表示結果を優先する優先入賞優先導出制御手段と、
　複数ゲームに亘り前記特別入賞の発生を許容する旨が決定されている可能性を示唆する
とともに、最終的に該特別入賞の発生を許容する旨が決定されているか否かを報知する連
続演出を実行する連続演出実行手段と、
　を備え、
　入賞を発生させるための操作手順が互いに重複しない前記特別入賞の種類数：Ｘ、前記
連続演出中に前記事前決定手段により前記優先入賞の発生を許容する旨が決定される確率
：Ｙ、前記連続演出の継続ゲーム数：Ｚ、とした場合に、Ｚ＜Ｘ＋Ｙ・Ｚが成立する
　ことを特徴とするスロットマシン。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な
可変表示装置（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）に表示結果が導出されることにより１ゲームが
終了し、該可変表示装置に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロット
マシン（スロットマシン１）であって、
　画像を表示可能な画像表示装置（液晶表示器５１）と、
　前記画像表示装置（液晶表示器５１）の画像表示領域上に形成された接触操作面（液晶
表示器５１の表示面）の接触操作（タッチ操作）を検出する接触操作検出手段（タッチパ
ネル）と、
　前記接触操作検出手段（タッチパネル）が前記接触操作（タッチ操作）を検出したとき
に、前記接触操作面（液晶表示器５１の表示面）を振動させる振動手段（振動プレート５
８）と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に遊技者にとって有利な特別遊技状態（Ｂ
Ｂ、ＲＢ）への移行を伴う特別入賞（特別役）及び該特別入賞とは異なる優先入賞（再遊
技役、小役）を含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事前決定手
段（内部抽選）と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）の発生を許容する旨が決定され、該特
別入賞が発生しなかったときに、当該特別入賞の発生を許容する旨の決定（特別役の当選
フラグ）を次ゲーム以降に持ち越す持越手段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）の発生を許容する旨と前記優先入賞（
再遊技役、小役）の発生を許容する旨が同時に決定されたときに前記特別入賞（特別役）
に対応する入賞表示結果よりも前記優先入賞（再遊技役、小役）に対応する入賞表示結果
を優先する優先入賞優先導出制御手段と、
　複数ゲームに亘り前記特別入賞（特別役）の発生を許容する旨が決定されている可能性
を示唆するとともに、最終的に該特別入賞（特別役）の発生を許容する旨が決定されてい
るか否かを報知する連続演出を実行する連続演出実行手段と、
　を備え、
　入賞を発生させるための操作手順が互いに重複しない前記特別入賞（特別役）の種類数
：Ｘ、前記連続演出中に前記事前決定手段により前記優先入賞（再遊技役、小役）の発生
を許容する旨が決定される確率：Ｙ、前記連続演出の継続ゲーム数：Ｚ、とした場合に、
Ｚ＜Ｘ＋Ｙ・Ｚが成立する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、接触操作面に接触して接触操作検出手段により接触操作が検出され
たときに、接触操作面が振動することで、接触操作面を介して振動が伝わるため、操作者
は接触した際の感触のみによって接触操作が入力されたか否かを確実に判別することがで
きる。
　また、連続演出中に特別入賞を発生させることが困難となる優先入賞の発生が期待され
るゲーム数と、入賞を発生させるための操作手順が互いに重複しない特別入賞の種類数、
すなわち確実に許容された特別入賞を発生させるのに必要なゲーム数と、を加算した値よ
りも少ない複数ゲームにわたり連続演出が実行されるので、連続演出が終了するまでは、
特別入賞の発生を許容する旨が決定されているか否かを確実に判断することが困難となり
、連続演出が終了するまで特別入賞の発生に対する遊技者の期待感を持続させることがで
きる。また、連続演出中に特別入賞を発生させることが困難となる優先入賞の発生が期待
されるゲーム数を考慮して連続演出のゲーム数が決まるため、操作手順が互いに重複しな



(3) JP 2010-69230 A5 2012.4.26

い特別入賞の種類数を大幅に増やすことなく、連続演出の継続ゲーム数を増やすことがで
きる。
　尚、所定数の賭数とは、少なくとも１以上の賭数であって、２以上の賭数が設定される
ことや最大賭数が設定されることでゲームが開始可能となるようにしても良い。また、複
数の遊技状態に応じて定められた賭数が設定されることでゲームが開始可能となるように
しても良い。
　また、優先入賞とは、特別入賞とは異なる入賞であり、遊技用価値の付与を伴う小役入
賞や遊技用価値を用いることなくゲームを行うことが可能な再遊技が付与される再遊技入
賞などのうち、特別入賞よりも優先して入賞表示結果が導出される入賞である。
　また、入賞を発生させるための操作手順が互いに重複しない前記特別入賞の種類数とは
、一方の特別入賞を発生させるための操作手順で操作を行った場合には、その操作手順の
うち一部の操作手順であっても他方の特別入賞を発生させることができない特別入賞の数
であり、一部でも入賞を発生させるための操作手順が重複するものは同じ種類とみなし、
その種類数には算入しないものである。例えば、３つの特別入賞について、２つの特別入
賞は操作手順が重複し、これら操作手順が重複する２つの特別入賞の操作手順と、残りの
特別入賞の操作手順とが、それぞれ重複しない場合であっても、２種類となる。
　また、前記連続演出中に前記事前決定手段により前記優先入賞の発生を許容する旨が決
定される確率：Ｙは、前記連続演出が実行されている期間において前記優先入賞（一般役
）の発生を許容する旨が決定される確率であり、例えば、特別入賞の発生を許容する旨が
決定されたとき、所定の移行表示結果が導出されたときに、通常よりも優先入賞の発生を
許容する旨が決定される確率が高くなる優先入賞高確率遊技状態に制御される場合など、
優先入賞の発生を許容する旨が決定される確率を複数備える場合においては、連続演出の
継続ゲーム数をＺとし、当該連続演出が実行される遊技状態において優先入賞の発生を許
容する旨が決定される確率をＹとし、Ｚ＜Ｘ＋Ｙ・Ｚが成立するものであれば良い。
　また、前記可変表示装置が前記画像表示装置に表示される画像によって構成されるもの
であっても良い。すなわち接触操作検出手段の接触操作面が可変表示装置の可変表示領域
の前面に形成されるようにしても良い。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の手段１に記載のスロットマシンは、請求項１に記載のスロットマシンであって
、
　前記振動手段（振動プレート５８）による前記接触操作面（液晶表示器５１の表示面）
の振動に合わせて効果音を出力する効果音出力手段を備える
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、接触操作に伴う振動に合わせて効果音が出力されるため、接触によ
る感覚だけでなく、効果音によっても操作を認識することができるようになり、操作者は
接触操作が入力されたか否かをより確実に判別することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の手段２に記載のスロットマシンは、請求項１または手段１に記載のスロットマ
シンであって、
　前記連続演出実行手段は、前記接触操作検出手段（タッチパネル）による前記接触操作
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（タッチ操作）の検出に応じて前記連続演出の内容を変化させる
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、遊技者が画像表示領域を接触操作したことが連続演出の内容に影響
するため、遊技者の演出への参加意欲を高めることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の手段３に記載のスロットマシンは、手段２に記載のスロットマシンであって、
　前記振動手段（振動プレート５８）は、
　前記接触操作検出手段（タッチパネル）が前記接触操作（タッチ操作）を検出したとき
に、第１の振動パターン及び第２の振動パターンを含む複数種類の振動パターンにて前記
接触操作面（液晶表示器５１の表示面）を振動させることが可能であり、
　前記連続演出中において前記接触操作検出手段（タッチパネル）が前記接触操作（タッ
チ操作）を検出したときに、前記第１の振動パターン及び前記第２の振動パターンのうち
前記第２の振動パターンにて振動させる比率が、前記特別入賞（特別役）の発生を許容す
る旨が決定されていない場合よりも前記特別入賞（特別役）の発生を許容する旨が決定さ
れている場合の方が高い
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、連続演出中に接触操作を行った際の振動パターンに応じて特別入賞
の発生が許容されていることに対する期待度を変化させることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の手段４に記載のスロットマシンは、手段２または３に記載のスロットマシンで
あって、
　前記振動手段（振動プレート５８）は、
　前記接触操作検出手段（タッチパネル）が前記接触操作（タッチ操作）を検出したとき
に、第１の振動パターン及び第２の振動パターンを含む複数種類の振動パターンにて前記
接触操作面（液晶表示器５１の表示面）を振動させることが可能であり、
　前記連続演出中において前記接触操作検出手段（タッチパネル）が前記接触操作（タッ
チ操作）を検出したときに、前記第１の振動パターン及び前記第２の振動パターンのうち
前記第２の振動パターンにて振動させる比率が、前記特別入賞（特別役）のうち第１の特
別入賞（ＲＢ）の発生を許容する旨が決定されている場合よりも前記特別入賞のうち第２
の特別入賞（ＢＢ）の発生を許容する旨が決定されている場合の方が高い
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、連続演出中に接触操作を行った際の振動パターンに応じて発生が許
容されている可能性の高い特別入賞の種類を特定することができる。
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